
純国産バイオマス資源を利活用した、新製品

食べられなくなったお米や、非食用のお米 【資源米】を原料とした製品です。

再生可能な植物由来の原料のため、カーボンニュートラルで焼却処理された

場合でも、植物が成長過程中にCo2を吸収しているため、大気中の二酸化炭素

を増加させない効果があります。

また、減反政策で利用されていない耕作放棄地から収穫する非食米を

利活用することで、水田の減少を食い止め日本の稲作文化の存続へも貢献します。

食べられるお米を使用するのではないので、食用との競合の心配はありません

食料自給率が４０％以下の日本の中で、唯一の自給率を誇るお米の中から

非食用用途のお米を使うことにより、海外に原料を依存する事のない

純国産原料から作られた、バイオマス製品となります。

※【資源米】を原料とした、スプーン・フォーク、レジ袋・ショッパーの
　 お見積もり・お問い合わせは、担当までお申し付けください。



５ｇの既存製品１００万本を
最終処分時に焼却処理をおこなった場合

５ｇ × １００万本 = ５ｔの石油樹脂を使用

その際に排出されるCO2は・・・１５．７ｔ

５１％ お米を配合すると　・・・

2.5tの石油資源の削減と

８ｔ のCO2排出を抑制することができます。

※焼却処理でのCO２排出量の換算には

　炭素が燃焼した場合のCO２の増加量と、

オレフィン樹脂の炭素量より換算し算出しています。


